


72 歳

（福祉用具）

（結論）
ここを利用している目的と照らし
合わせて目標設定をしなければ
ならない。今後は電話等で情報収
集をしていく。

）論結（）論結（

物的＞自宅：浴室（シャワーチェアー、手すり）玄関（手すり）、歩行器（返却予定）
人的＞長男長女、夫、友人
制度的＞■■■■病院（CM）、眼科、訪問マッサージ

◆訪問ヘルパーをしていたスタッフに情報収集

◆自分自身が倒れた時にヘルパーを利用していて心身共に支えとなった。自分自身も人の役に立
ちたいという気持ちが芽生え、ヘルパーの資格を取得する。現在も復職したい気持ちがある。内発
的、モチベーションを保ちながら支援する。

そ
の
他

（福祉用具） （福祉用具）

（看護職）

（介護職） （介護職） （介護職）

（ケアマネジャー） （ケアマネジャー） （ケアマネジャー）

（看護職） （看護職）

達成（12月）
【現状】
患側への重心移動や歩行の安定化を図
る為、下肢の振り出し等を実施している。
また、エアロバイクや集団体操による訓練
で動作を習得し、現在では自転車に乗れ
るようになり活動範囲が広がっている。さ
らに、手帳をツールとし、情報共有が出来
ている。リハビリ意欲の向上も見られる。
今後、課題を明確にし具体的なアプローチ
方法を抽出する事が必要。

【現状】
白内障のOPをする為、10月は休止されて
いた。休止と連絡を受けていたが、そのま
ま卒業となった。卒業した理由は、職場復
帰が出来たからではなく、旦那様に頼って
ばかりではいけないという事やご自身で
出来る事が増えた事が理由。

【現状】
11月上旬頃に連絡があり、職場復帰が出
来たとの事。職場復帰が出来た為の卒業
ではなかったが、ご利用当初に比べ、身
体機能が向上し、日常生活を過ごす中で
動作の獲得が出来、結果として職場復帰
に繋がった。

（リハ職） （リハ職） （リハ職）

開始（27年8月～） 中間（10月～）

参加 コミュニティーの場に参加する、施設見学、町内会外のイベントに参加

社会参加

その他

目
標

心身 心的／身体的 主体変容能力の獲得、筋緊張の緩和（セルフケア）、左下肢筋力強化、可動域の確保、環境適応能力、歩行の耐久性

活動
ADL／IADL 荷物を持ち不安定な場所での歩行や移動動作能力の習得、中腰（重心）移動、スケジュール管理

生産／趣味活動 畑仕事を継続させる

参加

主婦、町内旅行（企画、運営、会計含む）、お花の講師（不定期）

環境因子 下記参照

個人因子 5人兄弟（長男、次男他界）、自尊心が高い、礼儀正しい、責任感が強い

課
題
分
析

◆長時間杖なし歩行難しく、下肢の緊張が高まる（足指）
◆不安定な環境でのバランス不良がある
◆歩行時周囲への注意力散漫
◆納得いかない事への受容が難しい
◆左下肢筋力低下
◆主体変容が難しく環境適応能力がない

経
緯

岡山市■■■生まれ。■■■■■■■で勤務。平成16年脳出血にて入院。帯江の創心会を利用。その後笹沖元気を利
用。平成21年頃に状態が良くなり介護保険サービスを終了し、一般のスポーツジムを利用。ヘルパーの資格を取得し、ヘル
パーとして働く。平成26年2月に自転車で外出中転倒し、左大腿骨骨折にて入院（ボトル固定）。平成27年7月より再び笹沖
元気を利用。

状
況

健康状態 上肢、下肢、手指StageⅤ、ボルト固定、可動域制限なし、足指の緊張(+)、冷えると痛み(+)

心身機能

活動 家事（洗濯、料理、買い物、掃除）、畑、盆栽、自転車や電車で外出、友人関係良好

参加

事業所名：元気デザイン倶楽部笹沖　　　　　　　担当名：明比/川上/森本

事例 復職への道

年齢 性別 女性 疾患／障害 脳出血（左麻痺）、左大腿骨骨折（ボルト固定）、高血圧、緑内障


